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Abstract：In this study, authors take Japanese class using Kamishibai in 5th grade at elementary school. 
Firstly, teacher read Kamishibai. Secondely, Children read Kamishibai with coorerative learning. Vertical 
interaction and horizontal interaction was observed in zone of proximal development. The Japanese erucation 
using Kamishibai educated expressiveness and sympathy. This method of education is considerd as active 
lerning
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１時間目の学習指導案
⑴　目　標
　作者の気もちをくみ取り，自分の言葉で表現する。
⑵　展　開
評　　　価指導上の留意点学　　習　　活　　動時間
○　本授業のゴールと本時の流れを確認することで，
本授業への意欲をもてるようにする。
１　三時間の授業の流れを確認し，作者についての説
明を聴く。
５分
○　紙芝居を聴く際に，作者の気もちについて考え
られるようにする。
２　紙芝居の読み聞かせを聴く。１０分
○　作者の気もちを読み取り，自
分なりの考えで書いている。
（ワークシート）
○　作者の気もちが表れている場面を考え，その場
面で作者がどのような気もちを表現したいかを考
えられるようにする。
３　作者の気もちが強く表れていると思う場面，その
気もちや伝えたかったことを考えて個人でワーク
シートに書く。
２０分
４　選んだ場面をネームプレートで示す。５分
５　次回は班に分かれ，作者が表そうとしていた気も
ちをどう考えたかを話し合い，紙芝居を読む練習を
することを伝える。
５分
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２時間目の学習指導案
⑴　目　標
　作者の気もちをくみ取り，紙芝居で表現する準備をする。
⑵　展　開
評　　　価指導上の留意点学　　習　　活　　動時間
○ワークシートの記述内容を考慮して，班分けをす
る。
１　選んだ場面をネームプレートで示し，班に分かれ
る。
７分
○　作者の気もちを読み取り，自
分なりの考えで発表している。
○　話す側は感じたこと，思ったことを表現し，聴
く側はそれを受け止められるようにし，尊重でき
るようにする。
２　班活動の形で，作者が表そうとしていた気もちを
どう考えたかを話し合い，共有する。
１０分
○　人の意見にも耳を傾け，班活
動に協力している。
○　どのようにして紙しばいを読めば考えた作者の
気もちが伝わるかを考えられるようにする。
３　考えた作者の気もちを伝えるために紙しばいをど
のように読みたいかを班で話し合う。
１０分
４　次回は全体で発表することを確認し，班ごとに紙
芝居を読む練習をする。
１５分
５　休み時間などに練習しておくよう伝える。３分
３時間目の学習指導案
⑴　目　標
　人の気もちに共感する優しさをもつことができる。
⑵　展　開
評　　　価指導上の留意点学　　習　　活　　動時間
○　時間を意識させてしまうと，読み方が変わって
しまうことが考えられるため，余裕をもたせて準
備できるようにする。
１　発表の準備をする。５分
○　班で考えた工夫を活かしなが
ら発表ができている。（発表，
ワークシート）
○　班で考えた読み方の工夫を活かしながら発表で
きるようにする。
２　班ごとに選んだ場面を紙芝居で実演し，発表する。２８分
○　「読み方を真似してみたい人は誰？」「がんばっ
て読んでいた人は誰？」という発問をおこない，
児童同士で評価できるようにする。
３　紙芝居での実演を聞いて思ったことや感じたこと
などを発表する。
７分
○　教材として使用した物語が実生活とつながりが
あることを感じられるようにする。
４　指導者全員と握手をし，話を聞く。５分
